
定例会一般質問

問
　
下
水
道
事
業
は
住
民

生
活
を
支
え
る
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
で
あ
り
、
町
長
が

住
民
負
担
に
配
慮
し
使
用

料
改
定
に
慎
重
な
姿
勢
を

示
し
て
い
る
こ
と
は
理
解

で
き
、
そ
の
姿
勢
を
尊
重

す
る
立
場
で
あ
る
。
し
か

し
、
施
設
の
老
朽
化
や
人

口
減
少
が
進
む
中
、
現
行

使
用
料
で
将
来
の
更
新
費

用
を
十
分
に
確
保
で
き
る

の
か
、
慎
重
か
つ
冷
静
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
。
令

和
６
年
度
決
算
で
は
経
費

回
収
率
が
48
・
81
％
で
、一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
に

依
存
し
て
い
る
が
、
経
営

健
全
化
と
自
立
性
向
上
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

 

佐
藤
町
長 

　
下
水
道
事

業
は
使
用
料
と
一
般
会
計

繰
入
金
を
主
な
財
源
と
し

て
き
た
が
、
近
年
は
企
業

横
よ こ た

田　龍
たつひさ

寿議 員
（　政和会　）

問

答答

下水道経営の健全化の策は

使用料改定も視野に入れる

一

般

質

問

一

般

質

問

債
償
還
金
の
増
加
な
ど
に

よ
り
繰
入
金
へ
の
依
存
が

続
い
て
い
る
。
今
後
は
事

務
執
行
体
制
や
施
設
管
理

業
務
の
適
正
化
・
効
率
化

に
よ
る
経
費
削
減
を
進
め
、

使
用
料
改
定
も
視
野
に
入

れ
、
経
営
健
全
化
と
自
立

性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
令
和
６
年
度
は
半
分

以
上
を
赤
字
で
運
営
し
て

い
る
状
況
だ
が
、
こ
の
現

状
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
の
か
。

佐
々
木
上
下
水
道
課
長 

　

経
費
回
収
率
は
48
・
81
％

で
、
一
般
会
計
か
ら
の
約

４
億
１
４
０
０
万
円
の
繰

入
れ
に
大
き
く
依
存
し
て

い
る
。
前
回
の
使
用
料
改

定
は
平
成
17
年
度
で
、
こ

れ
ま
で
は
接
続
率
向
上
を

優
先
し
て
据
え
置
い
て
き

た
が
、
公
営
企
業
会
計
へ

の
移
行
に
よ
り
、
支
出
削

減
と
収
入
改
善
が
必
要
で

あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

問
　
改
定
の
ス
パ
ン
や
時

期
は
。

上
下
水
道
課
長 

　
他
自
治

体
で
は
３
年
か
ら
５
年
が

多
く
、
本
町
も
改
定
時
期

を
含
め
検
討
中
で
あ
る
。

先
送
り
す
れ
ば
負
担
増
が

急
激
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
、
現
状
で
は
理
論
上
２

倍
以
上
の
引
き
上
げ
が
必

要
と
な
る
が
、
使
用
者
の

負
担
に
は
十
分
に
配
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他

市
町
村
の
使
用
料
を
参
考

に
改
定
の
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

要
望
　
基
本
的
に
は
税
金

以
外
は
受
益
者
負
担
が
原

則
だ
。
一
般
会
計
か
ら
繰

入
れ
と
な
る
と
、
豊
間
根

地
区
、
荒
川
地
区
等
下
水

道
を
整
備
し
て
い
な
い
地

下水道事業の早期の経営健全化を

「
経
費
回
収
率
」と
は

汚
水
処
理
に
要
す
る
費
用
を
、
ど
の
程
度
下
水
道
使
用
料

で
賄
え
て
い
る
か
を
示
し
た
指
標
の
こ
と
。

区
の
住
民
の
実
質
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。

早
め
に
改
定
し
て
ほ
し
い
。

下水道をＰＲするイベント
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